ロウドウシャ ノ カゴ コウイ セキニンロン ノ カダイ ト テンボウ ドイツホウ ノ ケントウ オ フマエテ by 細谷, 越史
 － 67 －
 
氏 名 細 谷 越 史  
学 位 の 種 類 博   士（法  学） 
学 位 記 番 号 第 5058 号 
学位授与年月日 平成 19年６月 29日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項 
学 位 論 文 名 労働者の過誤行為責任論の課題と展望─ドイツ法の検討をふまえて─ 
論文審査委員 主 査 教 授 西 谷   敏   副 査 教 授 木 下 秀 雄 
副 査 教 授 髙 橋   眞 





























 － 68 －
っていることである。この分野については、民法学の先行研究もあるが、判例法理を大きく転換した1994年決
定も視野に入れ、とくに労働法の視点からなされた研究として意義がある。 
 第三に、この研究の特徴として特筆すべきは、損害賠償限定論と解雇を総合的に検討している点である。従
来、まったく別個の領域の問題としてとらえられていたこれらの両者を包括的に視野に収め、労働者の過誤と
はなにか、それについて誰がどのような負担を負うべきか、について検討しようとしたところに、この研究の
最大の特徴と功績がある。 
 第四に、日本に関する解釈論的提案も、おおむねドイツの解釈論を引き写したものではあるが、これまでの
判例、学説が見落としていた視点を提示する点で重要な意義がある。 
 他面、本論文では、検討対象がきわめて広く設定されたために、大部な研究であるにもかかわらず、なお検
討が表面的であり掘り下げ不足という印象を免れない。損害賠償と解雇・懲戒解雇を総合的に把握するという
視点は適切であるが、ドイツ法の分析においては、責任限定論と解雇論が平板に並べられており、両者の判断
基準における関連が浮き彫りにされるに至っていない。また、本研究では、ドイツの学説・判例の発展が一応
歴史的にフォローされているが、1957年判決に見られるような戦後の判例法理が確立されてきた過程が十分明
らかにされておらず、この点で歴史研究として物足りなさが残る。 
 しかし、本論文は、こうした問題点にもかかわらず、上記の諸点においてすぐれた意義を有するものであり、
十分に博士の学位を授与するに値するものと判断した。 
